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1
.
はじめに
看護学は多様な学問と関連をもちなが ら, あ くま で も
患者に と っ て の効果を看護独自の視点で 考え る実践科学
で あると考えられる｡ 実践と研究をともに 進め て いく こ
とが困難で あると い う課題に対 して , こ れ ま で の 実践と
研究の経過を報告し, そ れらをとも に進める上で 重要な
点を検討した｡
2. 実践と研究の プ ロ セ ス
現在取り組ん で い る課題の 動機付けは, 重度先天奇形
の子 ども の 看護の 経験に あ っ た｡ 食道閉鎖の子どもは,
術前 の 晴乳で き な い期間が長い と術後も口 から の摂取を
激しく嫌がる よう にな る｡ 臨床 で こ の ような場面に 直面
し, 命が救われ た子どもが障害をもちながら家族と共 に
どの よう に成長し, 看護はど の ような役割を発揮で きる
のかを考え る に至 っ た｡
その 後の 大学院で は, 子 どもと家族の長期的な問題 に
焦点を当て た｡ 術後 の鎖月工患児と家族に接する中で , こ
れま で患児の排胆の自立は病型に特徴づ けられる 1) と さ
れて きたが , 実際に は軽度の 障害で も自立の 問題が認め
られる こ と に気 づ き, 一 部 の 文献2) で 指摘され て い る家
族と の関係を明らか に する ことを試みた｡ そ の 結果, 排
滑 の自立に は障害の程度だ けで なく, 適切な排便管理 を
行うと い う母親の 因子が影響 し, 世話の仕方 に は母親の
不安が影響する ことが見出された 3)｡ さ ら に実践活動 を
行う中で , 因子間の関連性を より明確にする研究に取り
組んだ｡ 母親が適切な目標をも っ て 薬物療法を行うこ と
が排便管理 に お い て有効で ある こと , 世話 の負担や
子どもの 問題が母親の ス ト レ ス 要因 で ある こと 4) な ど の
示唆が得 られた ｡ 現在は研究結果を実践 に活用する方法
を検討 して い る ｡
3
. まとめ
以上の プ ロ セ ス か ら, 実践と研究をとも にすすめ る上
で重要と思われる点を挙げる｡ ①看護上の課題を明確に
も つ こ と , ②知識と技術に裏付 けられる専門領域をもち,
実践活動を継続する こと, ③研究成果を実践に活用し,
実践活動は研究に よ っ て評価する こと ｡ こ れ らを今後の
活動上の 目標とし て い きた い ｡
なお , 討論 の中 で教育職 に就き なが ら実践活動を続け
る方法に つ い て 触れ, 看護上の 課題を明確に も つ こ と の
重要性を強調した｡ ま た, 患者や家族に対し て , 自らの
立場と活動の意図を伝える姿勢をも っ こ とを提案 した｡
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